
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全戸配布 

令和 5年 3月 1日 

和田公民館 

図書視聴覚委員会 

図書室は和田公民館の２階にあります。 

本の貸出・返却は、平日の８：３０～１７：１５です。 

ただし、土・日・祝日・夜間でも、サークルや講座などで公民館を利用する際は、 

本の貸出・返却が可能です。何冊でも借りることができます。期間は１ヶ月間です。 

貸出カードには、町会名と名前（フルネーム）を必ず書き、返すときはカードを 

本に戻してから返してください。 

（お子さんが借りるときは、親御さんの名前も書くようにしてください） 
 

『夜、眠る前に読むと心が「ほっ」とする５０の物語』 西沢泰生著 三笠書房 

  

 普段あまり読書をしない私にとって、長編を読み切ることには不安があります。そんな私

の目にとまったのが、この本です。 

 ページをパッと開いたところから、１日１話読んでみてください。短い短いお話ひとつ読

み終える頃には、あなたの心の中に「明日をよりよくする、心地よい小さな気づき」が芽生

えているはずです。という著者の言葉に後押しをされ、昼休みのわずかな時間や、夜寝る前

に１日１～２話程読むことができました。 

 著者の言葉通り、読み終えると人に対する気遣い、思いやり、親切、やさしさ等、いろい

ろなことを気づかされ、大切なことを思い出させてくれました。１日１話無理なく読んで、

なんとなく良い気分になれる本です。ぜひ、読んでみてください。 

《衣外 赤羽》 

 

 

『マスカレード・ゲーム』  東野圭吾著 集英社 

  

 映画化もされているマスカレードシリーズ待望の最新作です。 

 ３つの殺人事件が発生、被害者は過去に人を死なせた者であることがわかり、捜査を進め

ると、被害者たちを憎む過去の事件の遺族らが「ホテル・コルテシア東京」に宿泊すること

が判明！！警部となった新田は再びホテルマンに扮し、潜入捜査を開始。 

新たに登場する、犯人逮捕のためなら手段を選ばない梓警部と衝突しながら事件に挑んで

いきます。 

 今年度の新規購入図書になっています。 

 ぜひ、和田公民館図書室に足を運び、手に取ってみてください。 

《蘇我 石原》 



 

 

図書室は、公民館の玄関を入って、階段を上って右側の部屋です。 

階段を上ってください 

 

２階廊下右側にドアが見えます こちらが公民館の図書室です 

＜本を借りるとき＞ 

＜本を返すとき＞ 

本にはピンク色の 

貸出カードが 

入っています 

貸出カードに 

町会・氏名・借りた日を 

書いてください 

書いたら、 

自分の町会のカード入れへ 

貸出カードに返した日を 

書いて、本のポケットへ 

戻してください 

本を棚に戻しておしまいです 

公民館図書室をご紹介します 

  

借りたい本を選んでください 

（『音楽はお好きですか？』） 

C 

 

芝沢お話の会より 

 皆さんこんにちは。 

芝沢お話の会は活動を始めて約 15年になります。私たちの活動について簡単にご紹介

します。 

いつも６名で活動しています。また、ありがたいことにピンチヒッターも何人か参加して

くださいます。職業はそれぞれで、子どもを育てた経験から絵本が好き！こうしてお話を

するようになってさらに好きになった仲間です。 

活動として、保育園、小学校、中学校、高校、和田公民館、ゆめの里、地区の敬老会等

色々な場所へ、大型絵本、OHP（オーバーヘットプロジェクター）、パネルシアター、簡単

な人形などを持ってお話に伺っています。そして、年令、性別、職業、立場を超えてどな

たからも喜んでいただけることを目標に「お話」を届けています。 

また、こちらから一方的にお話しするのではなく、皆さんに参加してもらいながら楽し

い時間を過ごします。私たちは提供する立場ではありますが、皆さんの笑顔と「楽しかっ

た！」「また来てね！」の言葉に大きな喜びをもらい、公演分以上の若返りをいただいて

います。 

ここで一部のメンバーの紹介をさせていただきます。 

まず、この会を始めた方は元小学校の校長先生です。お話を始める合図としていつも拍

子木をたたきます。すると子どもたちは、一緒に手をたたいてお話の世界へ入ってくれま

す。元音楽の先生もいます。お話の場面に合わせてキーボードで BGMを演奏し、お話を盛

り上げてくれます。 

また、元小学校の図書館の先生もいます。当時より児童書をもとに OHPを作成され、お

話の会でも使用しています。 

「私は小説は読むけれど絵本なんか」とか「もう文字が読めるのだから自分で読んで

ね」と考える方もいると思います。けれど、人に読んでもらうからこそ、絵の隅々や、隠

れている映像が膨らむこともあります。また、みんなで一緒に同じ本を読むことにより、

感動を共有することもできます。絵本には、様々なものがあります。私たちがお話の会で

使っているのは普通の絵本を大きくしたもので、みんなで一緒に楽しめる大型絵本と呼ば

れているものです。ここに私たちが読んできた大型絵本の一部をご紹介します。松本市の

図書館で借りることもできます。 

作者 絵本 内容 

かがくいひろし だるまさんが・と・の だるまさんの表情がなんとも可愛

い。人形劇の世界からの切り口。 

中川 李枝子 ぐりとぐらシリーズ 野ネズミのぐりとぐらは遠足に出

かけたり、サンタさんが家に来て

くれたり 

香山 美子 どうぞのいす うさぎさんがどうぞの椅子を作る

とろばさんのドングリがいろんな

ものに変化して… 

加古 里子 

 

だるまちゃんとかみなりちゃん だるまちゃんと雷ちゃんが仲良く

なってかみなりちゃんの世界へ 

…… ほんの一部です。他にもたくさんあります！ 



 

  『おばあちゃんのお茶うけ part２』 吉田文子著 田辺書林 

  

 漬物の時期を迎え、いつも定番の漬け方のほかに、何か新しいものがないかと書店を見回

ったところ、ふと目に留まったのがこの本。 

 表紙はニコニコ笑顔のおばあちゃんの顔。中をのぞくと、家の畑で採れた野菜や豆、山菜

……いろいろな食材を使って調理してあり、ひと手間かかるが、こんな作り方があるのかと

興味が湧いてきました。 

 食いしん坊な私は、自分のコレクションにこの本を加えました。２９０品は作れないけ

ど、これから春を迎える、フキノトウを採りに行こうかな……。 

 食は大切。お日様の光を浴びて健康のためにもたまには「ずく」を出そう。 

 そんな気持ちにさせる１冊です。 

《和田町 萩原》 
 

 

『言葉の花束』 サヘル・ローズ著 講談社 

  

 俳優、タレントとして日本での芸能活動をしているサヘル・ローズさん。サヘル・ローズ

とはペルシャ語で“砂浜に咲くバラ”という意味で、サヘルさんの養母が付けた名前であ

り、サヘルさん自身は自分の本当の名前も、生年月日も知らないそうです。 

 イラン・イラク戦争の最中、幼少期を孤児院で過ごし、８歳で養母とともに来日。生き延

びた日本でも虐待や毎日の食事もままならないホームレス生活を経験し、過酷な時間を過ご

したそうです。テレビで見る明るく美しいサヘルさんからは全く想像できない程の困難をど

う乗り越えてきたのか。そこにはいつも養母フローラさんの言葉があったのです。 

 言葉は言霊。 

 発する言葉で人を愛し、抱きしめることもできれば、傷つけてしまうこともある。 

生みの親ではないフローさんがサヘルさんにかけた言葉のひとつひとつが心に沁みます。 

 この本は、サヘルさんが自分の体験を通じでいじめ問題や家族との在り方を語り、明日を

生きるための言葉を紡いだ１４の花束です。 

 ぜひ、サヘル・ローズさんからの花束を受け取ってみてください。 

《殿 百瀬》 
 

 

『図案辞典』  野ばら社 

  

 この本は私が学生の時に手に入れました。アイデアに困っている時に助けてくれた本で

す。引越しや断捨離でいろんな本が去っていく中、手元に残りました。イラストやカットの

本で小説でも写真集でもありません。人物、動植物、乗り物、建築物、風景等の百科事典で

す。各ページ、イラストでぎっしりです。自分では表現しきれなかったものが優しく描かれ

ています。 

 私の本には興味を示さない主人も「この本良いね、参考になるよ」と言ってくれます。特

に絵手紙や年賀状などに使っています。ページをめくっていると何らかのヒントをくれま

す。つい最近では、庭のビーナス像の下に敷くタイルの図案の参考にしました。今、インタ

ーネットから幾らでも情報やデザインが入ってきますが、オリジナルは大切にしたいと思い

ます。 

《南和田 福澤》 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（https://logoform.jp/f/2ANhK）  

 

 

和田公民館 文化講演会申込書 

氏名 町会 連絡先 

   

   

 

和田公民館ニュース 

令和５年３月１日 

全 戸 配 布 

●日 時：３月２１日（火）午後 1：００～３：０0 

●場 所：西善寺（和田 1317） 

●演 題：受け継ぐ郷土の文化財 

～西善寺に伝わるたから～ 

●講 師：木下 守氏（松本市立博物館館長） 

●定 員：１５名（先着順） 

      申込書を公民館に提出、または QR コードからお申込みください 

 

  

  境にある西善寺
さ い ぜ ん じ

は、今から３４０年ほど前の天和 2（1682）年に、僧本明が中興し

たとの記録が残っています。明治初年の廃仏毀釈で松本清水の念来寺が廃寺とな

った際、同宗同派の西善寺に仏像など数々の貴重な文化財が移されて、今に伝えら

れています。 

そのうち県宝に指定された仏像 1 点（普段は厨子に入っていて 1 月の七草法要

の日だけに御開帳されます）、市の重要文化財に指定された涅槃図
ね は ん ず

・仏像などが５

点、市の重要有形民俗文化財に指定されたものが 2点保管されています。これら貴

重なお宝について鑑賞したり、説明を聴いたりして西善寺に伝わる郷土の宝につい

て学びます。 

https://logoform.jp/f/2ANhK


 
 

 
 

 

 

めだかの会は０歳～就園前のお子さんと保護者で活動しているサークルです。 

この機会にぜひ入会して保護者の方もお子さんもお友達を増やしてみませんか？ 

お子さんにも保護者の方にとっても、たくさんのお友達に出会える良い機会に 

なります。子育ての悩みを相談したり、気分転換できる時間にもなりますよ♪ 
 

＜活動について＞ 

✿活動日……毎月２回 午前 10時～12時 （活動内容により変更あり） 

令和４年度は主に水曜日に開催しました。令和５年度については入会時に 

ご確認ください 

✿活動内容…ピクニック、室内遊び、親子体操、クリスマス会、お別れ会など 

✿会費………入会金無料。活動内容により実費（50円～500円程度）徴収します。 

         ※強制参加ではありません。参加出来るときだけでＯＫです！ 

室内でも遊べるので、ねんねやハイハイの赤ちゃんも大歓迎です！ 

 

 [令和４年度の活動例] 

身長測定、ベビーヨガ、リサイクル会、クリスマス会、お別れ会などを楽しみました。 

感染症対策をしつつ皆で一体となって楽しく過ごしてきました。 

参加者の声… 

♥ いろいろな行事を通じて、様々な経験が出来てよかった。親子で楽しむことが出来た。 

♥ 保育園入園には親子共に不安を感じていたが、めだかの会での友達が入園後もいて保育園での  

生活に早く馴染むことが出来た。親同士も相談しあえてとてもよかった。 

♥ 引っ越してきて不安だったけれど、地域にお友達が出来、入園する時も親子で安心できた。 

♥ アットホームな感じで途中参加でも受け入れてくれたので嬉しかった。 

お申込みは QRコード または 和田公民館（0263-48-5445）まで 

 

 

 

和田公民館ニュース 

令和５年３月１日 

全 戸 配 布 

多くの方のご参加お待ちしています!! 

和田育児サークル めだかの会 
 

和田公民館 TEL：0263-48-5445 FAX：0263-40-1259 E-mail:wada-k@city.matsumoto.lg.jp 

入会のご案内 
 

https://logoform.jp/f/kZEQ6 

０歳～就園前のお子さんと保護者の皆さん、お友達と一緒にあそびませんか？ 

https://logoform.jp/f/kZEQ6

